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弟子屈町住宅用太陽光発電システム設置費補助金制度

住宅用太陽光発電システムを設置する方に
補助金を交付します

▼対象者／次のいずれにも該当する方。

　町内に住民登録をしている（または登録予定の）方。

　�自ら居住する町内の住宅に新たに住宅用太陽光発電システムを設置

する、またはシステム付き住宅を購入する方。

　町税を滞納していない方。

▼対象システム

　住宅の屋根などへの設置に適した、低圧配電線と逆潮流有りで連係し、かつ未使用のもの。

　　※システム付き住宅購入の場合の「未使用」…居住実績、連係実績共にない場合。

　電力会社と電気需給契約を締結していること。

▼補助額

　太陽電池の最大出力値（小数点以下２位未満四捨五入）に３万円を乗じた額（千円未満の端数は切り捨て）。ただし、最

大５kWとします。

　例）最大出力3.553kWの場合／3.55kW×30,000円＝106,500円→（千円未満切り捨て）→106,000円

▼申し込み方法

　４月１日から受け付けを開始しています。

　補助金交付申請は必ず、設置工事の着手前、またはシステム付き住宅の取得前に行ってください。

▼その他

　補助金の申請に係る様式などは、町ホームページ（http://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/02sougou/35kankyou/

05solar.html）、下記問い合わせ先にあります。その他ご不明な点などありましたら、お気軽にお問い合わせください。

❑申し込み・問い合わせ先／役場企画財政課環境室環境政策係

　☎４８２‐２９１３（課直通）　４８２‐２６９６　E-mail　kikaku@town.teshikaga.hokkaido.jp
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　平成24年度の公立学校管

理職人事で、町立小・中学校６

人、弟子屈高等学校１人、合わ

せて７人の異動がありました。

　町ではこれまでも、各学校・

家庭・地域社会が連携した教

育や、小・中学校、高等学校が

連携した事業を展開するなど、

教育の発展・充実に努めてきま

した。今年度も、教職員一同一

丸となって、子どもたちのた

めに最善を尽くしていきます

ので、よろしくお願いします。

❑�問い合わせ先／町教育委員

　会管理課☎４８２‐２９４５

　�（課直通）、弟子屈高校☎４

　８２‐２２３７まで。

　林野火災が心配される季節になりました。
　町民の皆さんや観光客の方が、余暇などを利用して山林に立ち入ることが多くな
るシーズンです。山火事防止のため次の点にご協力をお願いします。

�山林内での喫煙や携帯ガスコンロなどの火気の取り扱いに十分注意しましょう。
�チェーンソーなどの機械の使用には十分注意しましょう。

▼ �林野火災予防強調期間／４月21日〜５月31日

�❑�問い合わせ先／弟子屈町林野火災予消防対策協議会☎４８２‐２９３６（事務局：役場農林課林務係）まで。

弟子屈町林野火災予消防対策協議会からのお知らせ

教えて、野焼きの Ｑ ＆ Ａ 

Ｑ�　�家庭のごみをドラム缶や簡易焼却炉で燃やしても駄目なの？
Ａ�　�はい、罰則の対象になります。家庭のごみはもちろんのこと、事務所などから出るご
みもいけません。ごみは市町村の分別方法に従って廃棄しましょう。

Ｑ��　�どんど焼きや稲わら、もみ殻を燃やすのも駄目ですか？
Ａ　�廃棄物の廃棄は、原則として処理基準に従う必要があります。風俗習慣、宗教上必要
な焼却や、農林水産業を営むために必要な焼却など、一部罰則の適用から除かれて
いますが、この場合でも周囲に迷惑のかからないよう十分注意し、必要最低限にとどめましょう。

※�基準に従わない場合は、厳しい罰則が適用されます。十分にご注意ください。

�❑�問い合わせ先／役場町民課衛生係☎４８２‐２９３４（課直通）または弟子屈警察署☎４８２‐２１１０まで。

「火のつなみ　森をすべて　のみこむよ」

野焼きについてご存じですか － えっ!?野焼きって犯罪?? －

　新しい学校給食センターの業務開始式が４月３日、同センターで行われました。開始式には学校関係者など約
30人が出席し、センターの稼働を祝いました。
　給食センターは、隣接地にあった旧給食センターの老朽化により新設されたものです。新給食センターは弟子
屈中学校舎に合築する形で、2011年７月に着工、同年12月に完成しました。鉄筋コンクリート造平屋建てで、延
べ床面積は755.62平方メートル。食材搬入や配膳、配送の動線に考慮したほか、作業区域の明確な区分けにより
衛生管理を徹底しました。また、中学校と一体化という構造を生か
し、調理室の作業風景の見学など食育にも活用できる造りとなって
います。さらに、地域の防災拠点としての役割も担います。
　新センターは、４月５日から町内小・中学校８校に約700食の給食
を提供しています。開始式で德永町長は「多くの方に支えられて完成
した施設。食の安全に対する関心が高まっている中、さまざまな場
で活躍している子どもたちに、安全で安心な給食を提供していきた
い」と話していました。

より安全で安心な

給食を提供します
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